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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定するステップと、
　前記セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを前記開始位置から割り当てるス
テップと、を含み、
　前記セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを前記開始位置から割り当てるこ
とは、
　前記開始位置から、リソースブロック毎に低周波数から高周波数まで順にセルにおける
全てのスケジューリング対象であるユーザー装置にアイドルリソースブロックを割り当て
ることを含み、
　前記セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定することは、
　システム帯域幅リソースブロックの総数と、前記セルにおける全てのユーザー装置に必
要とするリソースブロックの総数との差値を算出することと、
　０を超えかつ前記差値以下の範囲からいずれかの整数をランダムに選択し、該整数に基
づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定することと、を含むリソー
スブロックの割当方法。
【請求項２】
　前記セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定することは、
　直接に０を超えかつシステム帯域幅リソースブロックの総数以下の範囲からいずれかの
整数をランダムに選択し、該整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始
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位置を決定することを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定することは、
　予め記憶された固定であるリソースブロック位置に基づきいずれかの開始位置をランダ
ムに生成し、セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置とすることを含む請求項
１に記載の方法。
【請求項４】
　セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定するように配置さ
れる開始位置決定モジュールと、
　前記セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを前記開始位置から割り当てるよ
うに配置される割当モジュールと、を備え、
　前記割当モジュールは、前記開始位置から、リソースブロック毎に低周波数から高周波
数まで順にセルにおける全てのスケジューリング対象であるユーザー装置にアイドルリソ
ースブロックを割り当てるように配置され、
　前記開始位置決定モジュールは、
　システム帯域幅リソースブロックの総数と、前記セルにおける全てのユーザー装置に必
要とするリソースブロックの総数との差値を算出するように配置される計算ユニットと、
　０を超えかつ前記差値以下の範囲からいずれかの整数をランダムに選択するように配置
される第１選択ユニットと、
　前記整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定するように
配置される第１決定ユニットと、を備えるリソースブロックの割当装置。
【請求項５】
　前記開始位置決定モジュールは、
　直接に０を超えかつシステム帯域幅リソースブロックの総数以下の範囲からいずれかの
整数をランダムに選択するように配置される第２選択ユニットと、
　前記整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定するように
配置される第２決定ユニットと、を備える請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記開始位置決定モジュールは、
　システム帯域幅で少なくとも２つの固定であるリソースブロック位置を予め決定するよ
うに配置される固定位置決定ユニットと、
　予め記憶された固定であるリソースブロック位置に基づきいずれかの開始位置をランダ
ムに生成し、セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置とするように配置される
第３決定ユニットと、を備える請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　請求項１～３のいずれかに記載のリソースブロックの割当方法を実行するためのコンピ
ュータ実行可能命令が記憶されるコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、移動体通信の分野に関し、特にＬＴＥシステムに適用できるリソースブロッ
クの割当方法及び装置、記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　長期的進化（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）プロジェクトは、３
Ｇを進化させるものであり、３Ｇのエアアクセス技術を改良して強化し、その無線ネット
ワーク進化の唯一の基準として、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ
　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）技術とマルチ入
力マルチ出力（ＭＩＭＯ：Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ－Ｏｕｔｐ
ｕｔ）技術とを用いる。２０ＭＨｚの帯域幅でそれぞれ１００Ｍｂｉｔ／ｓおよび５０Ｍ
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ｂｉｔ／ｓのダウンリンク/アップリンクピーク速度を提供できる。セルの隅のユーザー
への通信性能を改善し、セルの通信容量を増加させ、システム遅延を減少させる。ＬＴＥ
は、一般的には３．９Ｇとも呼ばれ、１００Ｍｂｐｓのデータダウンロード能力を有し、
３Ｇから４Ｇへ進化する主流技術と見なされる。
【０００３】
　リソースブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）は、ＬＴＥのリソースにお
いてスケジューリングを行うリソースの最小単位である。どの位置のＲＢを割り当てるか
の管理はシステムの不可欠な一環であり、一般的には、セルがどの位置のＲＢを割り当て
るかの管理を行う時、各セルに割り当てられる開始リソースブロックの位置が同じであり
、例えば、通常、セルのユーザー装置に、最低周波数から高周波数へリソースブロックを
逐一割り当てる。この割当方式の欠点として、各セルに割り当てられるリソースブロック
の開始位置が同じであるので、各セルの開始リソースブロックの周波数帯域が同じである
ことによって、セル間干渉の問題が発生してしまう。セルの負荷の大きさにかかわらず、
この干渉が常に存在し、システム性能の向上を阻害する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記事情に鑑みて、本発明の実施例は、リソースブロックの割当方法及び装置、記憶媒
体を提供し、従来技術においてセル同士は常に、リソースブロックの開始位置で使用する
リソースが干渉するという問題を解決する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、第１態様によれば、本発明の実施例は、リソースブロック
の割当方法であって、
　セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定するステップと、
　セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを開始位置から割り当てるステップと
、を含むリソースブロックの割当方法を提供する。
【０００６】
　好ましくは、セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを開始位置から割り当て
ることは、開始位置から、リソースブロック毎に低周波数から高周波数まで順にセルにお
ける全てのスケジューリング対象であるユーザー装置にアイドルリソースブロックを割り
当てることを含む。
【０００７】
　好ましくは、前記のセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決
定することは、
　システム帯域幅リソースブロックの総数と、セルにおける全てのユーザー装置に必要と
するリソースブロックの総数との差値を算出することと、
　０を超えかつ前記差値以下の範囲からいずれかの整数をランダムに選択し、該整数に基
づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定することと、を含む。
【０００８】
　好ましくは、前記のセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決
定することは、直接に、０を超えかつシステム帯域幅リソースブロックの総数以下の範囲
からいずれかの整数をランダムに選択し、該整数に基づきセルに割り当てられるリソース
ブロックの開始位置を決定することを含む。
【０００９】
　好ましくは、前記のセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決
定することは、予め記憶された固定であるリソースブロック位置に基づきいずれかの開始
位置をランダムに生成し、セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置とすること
を含む。
【００１０】
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　第２態様によれば、本発明の実施例はさらに、リソースブロックの割当装置であって、
　セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定するように配置さ
れる開始位置決定モジュールと、
　セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを開始位置から割り当てるように配置
される割当モジュールと、を備えるリソースブロックの割当装置を提供する。
【００１１】
　好ましくは、前記割当モジュールは、開始位置から、リソースブロック毎に低周波数か
ら高周波数までの順にセルにおける全てのスケジューリング対象であるユーザー装置にア
イドルリソースブロックを割り当てるように配置される。
【００１２】
　好ましくは、前記開始位置決定モジュールは、
　システム帯域幅リソースブロックの総数と、セルにおける全てのユーザー装置に必要と
するリソースブロックの総数との差値を算出するように配置される計算ユニットと、
　０を超えかつ前記差値以下の範囲からいずれかの整数をランダムに選択するように配置
される第１選択ユニットと、
　該整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定するように配
置される第１決定ユニットと、を備える。
【００１３】
　好ましくは、開始位置決定モジュールは、
　直接に、０を超えかつシステム帯域幅リソースブロックの総数以下の範囲からいずれか
の整数をランダムに選択するように配置される第２選択ユニットと、
　該整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定するように配
置される第２決定ユニットと、を備える。
【００１４】
　好ましくは、前記開始位置決定モジュールは、
　システム帯域幅で少なくとも２つの固定であるリソースブロック位置を予め決定するよ
うに配置される固定位置決定ユニットと、
　予め記憶された固定であるリソースブロック位置に基づきいずれかの開始位置をランダ
ムに生成し、セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置とするように配置される
第３決定ユニットと、を備える。
【００１５】
　第３態様によれば、本発明の実施例は、コンピュータ可読記憶媒体をさらに提供し、前
記コンピュータ可読記憶媒体には、前記リソースブロックの割当方法を実行するためのコ
ンピュータ実行可能命令が記憶される。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の実施例の有益な効果は以下のとおりである。
【００１７】
　本発明の実施例に係るリソースブロックの割当方法及び装置、記憶媒体は、まず、セル
に割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定し、次にセルにおけるユ
ーザー装置に、リソースブロックを開始位置から割り当てることにより、従来技術におい
てセル同士は常に、リソースブロックの開始位置で使用するリソースが干渉するという問
題を解決する。
【００１８】
　本発明の実施例に係るリソースブロックの割当方法及び装置、記憶媒体は、セルに割り
当てられるリソースブロックの開始位置がランダムに選択されるので、各セルのリソース
ブロック位置の開始位置がすべて同じではなく、すべて異なる可能性があるので、各セル
の開始リソースブロックに使用される周波数帯域もすべて同じではなく、セル同士は、リ
ソースブロックの開始位置で使用するリソースが干渉する確率を低下させ、システムの性
能を向上させる。
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【００１９】
　特にセルの負荷が小さく、スケジューリングされるセルのユーザー装置に必要とするリ
ソースブロック数が少ない場合、ネットワーク全体の各セルにランダムに生成するリソー
スブロックの開始位置が異なる確率は非常に大きく、それにより、全てのセルが異なる帯
域のリソースを使用し、セル間干渉を解消させる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の実施例１に係るリソースブロックの割当方法のフローチャートである。
【図２】本発明の実施例２に係るリソースブロックの割当方法のフローチャートである。
【図３】本発明の実施例３に係るリソースブロックの割当方法のフローチャートである。
【図４】本発明の実施例４に係るリソースブロックの割当方法のフローチャートである。
【図５－１】本発明の実施例５に係るリソースブロックの割当装置の構成模式図である。
【図５－２】本発明の実施例５に係る開始位置決定モジュールの第１構成模式図である。
【図５－３】本発明の実施例５に係る開始位置決定モジュールの第２構成模式図である。
【図５－４】本発明の実施例５に係る開始位置決定モジュールの第３構成模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、好ましい実施形態及び図面を参照して本発明をより詳細に説明する。
【００２２】
　実施例１
　本実施例はリソースブロックの割当方法を提供し、図１に示すように、図１は本実施例
に係る方法のフローチャートであり、具体的には以下のステップを含む。
　ステップＳ１０１：セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決
定する。
【００２３】
　本実施例では、開始位置におけるリソースブロックを開始リソースブロックと呼ぶ。
【００２４】
　本実施例では、システムは、いずれかのリソースブロック開始位置を各セルのリソース
ブロック開始位置としてランダムに決定することではなく、各セルにいずれかのリソース
ブロック開始位置をランダムに割り当てる。
【００２５】
　本実施例では、以下の方法により、セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置
をランダムに決定する。
【００２６】
　（１）周波数帯域の低から高までの順でシステムにおけるリソースブロックに番号を付
け又はタグを設定し、いずれかの整数をランダムに生成し、番号又はタグが該整数である
リソースブロックを、セルに割り当てられる開始リソースブロックとする。
【００２７】
　（２）システム帯域幅リソースブロックの総数と、セルにおける全てのユーザー装置に
必要とするリソースブロックの総数との差値を算出し、０以上かつ該差値以下の範囲から
いずれかの整数をランダムに選択し、該整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロ
ックの開始位置を決定する。ランダムに選択された整数を取得した後、該整数とシステム
帯域幅のリソースブロックとの対応関係に基づき、セルに割り当てられる開始リソースブ
ロックを決定してもよく、該整数に対して所定のアルゴリズムを実行することによりセル
に割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定してもよい。
【００２８】
　本実施例では、システム帯域幅リソースブロックの総数は、システム帯域幅に備えられ
るリソースブロックの総数である。システム帯域幅リソースブロックの総数をよく説明す
るために、以下、例を挙げて説明し、システム帯域幅が２０ＭＨＺ、各リソースブロック
の占有する帯域幅が２００ＫＨＺであると、システム帯域幅に備えられるリソースブロッ
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クの総数が２０ＭＨＺ／２００ＫＨＺ＝１００個である。
【００２９】
　（３）システム帯域幅リソースブロックのうち、いくつかの固定であるリソースブロッ
クの位置を決定して記憶し、リソースブロックの割当てる過程で、予め記憶された固定で
あるリソースブロック位置に基づきいずれかのリソースブロック開始位置をランダムに生
成し、セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置とする。ランダムの生成方式は
様々であり、最も簡単なのは、複数の固定であるリソースブロック位置からいずれかをラ
ンダムに選択することである。
【００３０】
　（４）直接に、０以上かつシステム帯域幅リソースブロックの総数以下の範囲からいず
れかの整数をランダムに選択し、該整数に基づきセルのシステム帯域幅リソースブロック
での開始位置を取得する。ランダムに選択された整数を取得した後、該整数とシステム帯
域幅のリソースブロックとの対応関係に基づき、セルに割り当てられる開始リソースブロ
ックを決定してもよく、該整数に対して所定のアルゴリズムを実行することによりセルに
割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定してもよい。
【００３１】
　ステップＳ１０２：セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを開始位置から割
り当てる。
【００３２】
　セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを開始位置から割り当てることは、開
始位置から、リソースブロック毎に低周波数から高周波数まで順にセルにおける全てのス
ケジューリング対象であるユーザー装置にアイドルリソースブロックを割り当てることを
含む。
【００３３】
　ステップＳ１０３：プロセスが終了する。
【００３４】
　ここで、プロセスが終了し、つまり全てのユーザーに必要に応じてＲＢ位置を割り当て
た。
【００３５】
　本実施例では、システムは、いずれの伝送時間間隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ　ＴｉｍｅＩｎｔｅｒｖａｌ）内にもセルにいずれかのリソースブロックの開始位置を
ランダムに決定することにより、各ＴＴＩ内における各セルのリソースブロックの開始位
置がぞれぞれ異なっている。異システムが固定である周波数帯域でＬＴＥシステムに干渉
漏洩を与えると、各セルに対して、各ＴＴＩに割り当てるＲＢセグメントがいずれも異な
るので、異なる時間帯で異システムの干渉漏洩周波数帯域を回避し、それによりシステム
のロバスト性を向上させる。
【００３６】
　実施例２
　本発明の実施例に係るリソースブロックの割当方法をより詳細に説明するために、図２
に示すように、該方法は以下のステップを含む。
【００３７】
　ステップＳ２０１：本セルの全てのユーザー装置（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎ
ｔ）に必要とするＲＢ数の合計を算出する。
【００３８】
　ステップＳ２０２：システム帯域幅に備えられるＲＢ総数と、セルのＵＥに必要とする
ＲＢ数の合計との差値Ｌを算出する。
【００３９】
　ステップＳ２０３：（０，Ｌ］の範囲からいずれかの乱数Ｍを生成する。
【００４０】
　（０，Ｌ］の範囲、すなわち０を超えかつＬ以下の範囲からいずれかの整数をランダム
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に生成し、（０，Ｌ］の範囲をＭと定義する。
【００４１】
　ステップＳ２０４：Ｍ＃ＲＢから開始し、ＲＢ数に対するセルにおける各ＵＥの需要に
応じて、ＲＢ毎に低周波数から高周波数まで順にセルの全てのスケジューリング対象であ
るＵＥにアイドルＲＢを割り当てる。
【００４２】
　ここで、Ｍ＃ＲＢはシステム帯域幅リソースブロックのうち、最低周波数からＭ番目の
リソースブロックを示し、Ｍ＃ＲＢから開始することとは、Ｍ＃ＲＢをセルに割り当てら
れる開始リソースブロックとする。
【００４３】
　ステップＳ２０５：プロセスが終了する。
【００４４】
　ここで、プロセスが終了し、つまり全てのユーザーに必要に応じてＲＢ位置を割り当て
た。
【００４５】
　実施例３
　本発明の実施例に係るリソースブロックの割当方法をより詳細に説明するために、図３
に示すように、該方法は以下のステップを含む。
【００４６】
　ステップＳ３０１：システム帯域幅に備えられるＲＢ総数Ｎを決定する。
【００４７】
　ステップＳ３０２：（０，Ｎ］の範囲からいずれかの整数Ｍをランダムに生成する。
【００４８】
　ここで、（０，Ｎ］の範囲、すなわち０を超えＮ以下の範囲からいずれかの整数をラン
ダムに生成し、（０，Ｎ］の範囲をＭと定義する。
【００４９】
　ステップＳ３０３：Ｍ＃ＲＢをセルに割り当てられる開始リソースブロックとし、Ｍ＃
ＲＢから開始し、ＲＢ数に対するセルにおける各ＵＥの需要に応じて、ＲＢ毎に低周波数
から高周波数まで順にセルの全てのスケジューリング対象であるＵＥにアイドルＲＢを割
り当てる。
【００５０】
　ここで、Ｍ＃ＲＢはシステム帯域幅リソースブロックのうち、最低周波数からＭ番目の
リソースブロックを示す。
【００５１】
　ステップＳ３０４：プロセスが終了する。
【００５２】
　ここで、プロセスが終了し、つまり全てのユーザーに必要に応じてＲＢ位置を割り当て
た。
【００５３】
　実施例４
　本発明の実施例に係るリソースブロックの割当方法をより詳細に説明するために、図４
に示すように、該方法は以下のステップを含む。
【００５４】
　ステップＳ４０１：システム帯域幅リソースブロックのうち、Ｎ個の固定であるリソー
スブロックの位置を決定する。
【００５５】
　ここで、ステップＳ４０１はこれらのＮ個の固定であるリソースブロック位置を記憶す
ることをさらに含んでもよい。
【００５６】
　ステップＳ４０２：Ｎ個の固定である開始ＲＢ位置から、いずれかの開始位置をランダ
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ムに生成する。
【００５７】
　ここで、ランダムに生成される開始位置を現在のＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　
Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）内でセルに割り当てるＲＢの開始位置とする。
【００５８】
　ステップＳ４０３：前記開始位置から、ＲＢ数に対するセルにおける各ＵＥの需要に応
じて、ＲＢ毎に低周波数から高周波数まで順にセルの全てのスケジューリング対象である
ＵＥにアイドルＲＢを割り当てる。
【００５９】
　ステップＳ４０４：プロセスが終了する。
【００６０】
　ここで、プロセスが終了し、つまり全てのユーザーに必要に応じてリソースブロックを
割り当てた。
【００６１】
　実施例５
　本実施例はリソースブロックの割当装置を提供し、図５－１に示すように、本装置は上
記方法に基づき設置され、該装置は、
　セルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をランダムに決定するように配置さ
れる開始位置決定モジュール５０１と、
　セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを開始位置から割り当てるように配置
される割当モジュール５０２と、を備える。
【００６２】
　本実施例の割当モジュール５０２は、セルのユーザー装置に、リソースブロックを割り
当てる過程で、具体的には、開始位置から、リソースブロック毎に低周波数から高周波数
まで順にセルにおける全てのスケジューリング対象であるユーザー装置にアイドルリソー
スブロックを割り当てる。
【００６３】
　図５－２に示すように、本実施例の開始位置決定モジュール５０１は、
　システム帯域幅リソースブロックの総数と、セルにおける全てのユーザー装置に必要と
するリソースブロックの総数との差値を算出するように配置される計算ユニット５１１と
、
　０以上かつ差値以下の範囲からいずれかの整数をランダムに選択するように配置される
第１選択ユニット５１２と、
　該整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置を決定するように配
置される第１決定ユニット５１３と、を備えてもよい。
【００６４】
　本発明の別の実施例において、別のリソースブロックの割当装置を提供し、開始位置決
定モジュールと割当モジュールとを備え、割当モジュールの役割が図５－１に示す実施例
の割当モジュールの役割と同じであり、相違点について、図５－３に示すように、該装置
の開始位置決定モジュール５０１は、第２選択ユニット５３１と第２決定ユニット５３２
とを備え、
　第２選択ユニット５３１は、直接に０以上かつシステム帯域幅リソースブロックの総数
以下の範囲からいずれかの整数をランダムに選択するように配置され、
　第２決定ユニット５３２は、該整数に基づきセルに割り当てられるリソースブロックの
開始位置を決定するように配置される。
【００６５】
　本発明の別の実施例は別のリソースブロックの割当装置を提供し、開始位置決定モジュ
ールと割当モジュールとを備え、該装置の割当モジュールの役割が上記図５－１に示す実
施例の割当モジュールの役割と同じであり、相違点について、図５－４に示すように、該
装置の開始位置決定モジュール５０１は、固定位置決定ユニット５４１と第３決定ユニッ
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【００６６】
　固定位置決定ユニット５４１は、システム帯域幅で少なくとも２つの固定であるリソー
スブロック位置を予め決定するように配置され、
　第３決定ユニット５４２は、予め記憶された固定であるリソースブロック位置に基づき
いずれかの開始位置をランダムに生成し、セルに割り当てられるリソースブロックの開始
位置とするように配置される。
【００６７】
　本発明の実施例に係るリソースブロックの割当装置の開始位置決定モジュール、割当モ
ジュール、及び開始位置決定モジュールの各ユニットは、いずれも基地局のプロセッサに
より実現できる。勿論、具体的な論理回路により実現されてもよい。具体的な実施例では
、プロセッサは中央プロセッサ（ＣＰＵ）、マイクロプロセッサ（ＭＰＵ）、デジタル信
号プロセッサ（ＤＳＰ）又はフィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）等であ
ってもよい。
【００６８】
　本発明の実施例では、ソフトウェア機能モジュールの形態によって上記リソースブロッ
クの割当方法を実現し、且つ独立な製品として販売又は使用する時、いずれかのコンピュ
ータ可読記憶媒体に記憶されてもよい。このような理解に基づき、本発明の実施例の解決
手段は実質に又は従来技術を改良する部分をソフトウェア製品の形態で表現でき、該コン
ピュータソフトウェア製品は記憶媒体に記憶され、コンピュータ装置（ＰＣ、サーバー、
又はネットワーク装置等であってもよい）に本発明の各実施例に記載の方法の全部又は一
部を実行させるための複数の命令を含む。上記記憶媒体は、ＵＳＢメモリ、モバイルハー
ドディスク、読出し専用メモリ（ＲＯＭ、Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、磁気デ
ィスクや光ディスク等の様々なプログラムコードを記憶できる媒体を含む。それにより、
本発明の実施例はいかなる特定のハードウェアとソフトウェアとの組み合わせに限定され
ない。
【００６９】
　相応的には、本発明の実施例はコンピュータ可読記憶媒体をさらに提供し、前記コンピ
ュータ可読記憶媒体には、上記本発明の各実施例に係るリソースブロックの割当方法を実
行するためのコンピュータ実行可能命令が記憶される。
【００７０】
　以上、実施形態を参照して本発明をより詳細に説明したが、本発明の実施形態はそれら
の説明に限定されるものではない。当業者は、本発明の構想を逸脱しない範囲で様々な簡
単な変形や置換を行うことができ、それらはいずれも本発明の保護範囲に属する。
【産業上の利用可能性】
【００７１】
　本発明の実施例によれば、まずセルに割り当てられるリソースブロックの開始位置をラ
ンダムに決定し、次に、セルにおけるユーザー装置に、リソースブロックを開始位置から
割り当てることにより、従来技術においてセル同士は常に、リソースブロックの開始位置
で使用するリソースが干渉するという問題を解決することができる。
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